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研究内容及び成果の概要 

平成２９年に告示された新学習指導要領では，中学校技術科B生物育成の学習内容として植物の栽培の他に動物

の飼育と水産生物の栽培に関しても必修として取り扱うこととされた。しかし，中学校内で動物の飼育や水産生物

の栽培（種付けから出産，飼育，出荷まで）を行うことは施設設備面や動物感染症対策，生徒の動物アレルギーへ

の対応などの面から実際に取り扱うには困難であることが予想される。そこで本研究では近年急速に発展普及しつ

つあるVR（ヴァーチャルリアリティ）の技術を用いたコンテンツの開発を行い，開発したコンテンツを用いた授業

実践を通してその効果を検証することである。

コンテンツの開発に関しては，恵庭市の「むらかみ牧場」様に全面的な協力を得て360°全周方向を同時に撮影

することのできる全天球型カメラを使用して乳牛の飼育に関するコンテンツを撮影した。その後，動画編集を行い

，本学附属札幌中学校において授業実践を行った。授業実践ではスタンドアローン型ヘッドマウントディスプレー

（以下，HMD）を使用し，牧場に居るかのような疑似体験を行わせるクラス（以下，実験群）とコンテンツを通

常の動画と同じようにPCモニターで視聴するクラス（以下，統制群）とに分けて効果の検証を行った。 
その結果，HMDを用いた実験群では通常の動画視聴を行った統制群と比較して動画が見やすく，理解しやすい

と感じている生徒の割合が有意に高いことが明らかとなりVR技術を用いたコンテンツが教材として活用できる可能

性が示唆されたと考えられる。また，自由記述の分析から実験群の方が学習意欲の向上につながる発展的な意見が

見られたことから，学習意欲を向上させる効果もあったものと推察される。 
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教育現場で活用可能な分野・教材等 

動物飼育の技術VRコンテンツ（Youtube VRにて限定公開：スマートフォン等でも視聴可能） 

※コンテンツの容量が非常に大きいため，Wi-Fi環境での視聴を推奨

配布又はダウン
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動物飼育学習 VRコンテンツ① ～牧場紹介編～ 

https://www.youtube.com/watch?v=NlKTxz_zMPo

動物飼育学習VRコンテンツ② ～乳搾りヴァーチャル体験編～ 

https://www.youtube.com/watch?v=APL0Oe1hO0s 

動物飼育学習VRコンテンツ③ ～インタビュー編～ 

https://www.youtube.com/watch?v=aE49q4JtIrQ 

動物飼育学習VRコンテンツ④ ～胆振東部地震でのできごと編～ 
https://www.youtube.com/watch?v=xw_WopoNihM 
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